














The Social and Economic Changes of Reindeer Evenkies 
(Between 1947 and the ear1y 1960s) 
Qinfu SI 
ABSTRACT 
This article will review and provide an analysis on how the traditional lifestyl巴s of Rein-deer 
Evenkies have had to change under the process of the establishment of the developing socialist 
politics, economy and institutions in China between the late 1940s and the early 1960s. 
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ルス 1994 P. 98) 0 1946年 3 月末から 4 月 3
日にかけて，ウランフの指導により，熱河省の承
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徳で内モンゴル統ーのための会議(承徳会談)が
聞かれ， 1947年 5 月に烏蘭浩特で内モンゴル自治





























右旗の総人口は約 2 万人であって，そのうちの 8
割を「僑民」が占めていた(額爾古納右旗史誌弁







































































キー氏族 5 人からなっていた。これらの 153人
は 4 つのキャンプ集団によって生活を営んでい







と言われるからである(吉仁 1950 P. 35) 。
キャンプ集団の聞にメンバーの流動はしばしば
あったと言われていた。とはいえ，キャンプ集
団意識は強かった(前掲書 P. 36) 。
























1950 P. 70) 。
(証)生産，分配，消費
当時， トナカイエペンキ人は男女それぞれの
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に従って， 3 , 4 人の腕のいい猟師が 1 つのグ





ため， リスの猟は 1 っか 2 つのテントを単位に，




































































































運動」を展開した(頗 1992 P. 250)。呼倫貝
爾地方において， I土地改革運動」は主に 2 つの












れらの組織と重なった形で， I党支部j ， I団支部」
と L 、う共産党の組織を作り，政権を共産党側が把
握することを最優先の「政治任務」とした(前掲
書 P. 209)。土地改革運動は後に， I合作社運
















で成立した(額爾古納 1992, P. 62)。と同時
に，額右旗と額左旗を額爾古納旗として統ーした




































































ると， 1 つは言語の問題，もう 1 つは彼らの子
供が町の生活になじめないためであった(前掲




















































































理由と言われている(内蒙古 1986 P. 75) 。
1955年のトナカイエペンキ人の狩猟収入は
38，418元であったが， 1956年には約 5 千元減少








































































らの 4 つのキャンプ集団を 4 つの「防災組」と
し，それぞれのキャンプ集団の猟場を「防災責
任区」に指定した(牙克石林業局 1984 P. 
67)。防災期間(毎年の 3 月 15 日から 6 月 30 日





















































業局 1984 P. 54) 0 1950年代半ば以降，山
東省，遼寧省，黒竜江省，河北省，四川省など
出身の人たちが「親戚j ， I老郷j (同郷)や
「戦友」などのネットーワークを通じて行う移
民も急速に増えつつあった(辛 1988 P. 17) 。
正確な数字ではないが， 1960年代初頭まで，額
爾古納旗の人口は 8-10万人増えたと言われて





が占めていた(額爾古納旗史誌弁 1992 P. 






















































長 1 人，幹部 3 人)，国家職員(看護婦 2 人，
林業局の職員 6 人)，牧民(狩猟民)などのさ
まざまなカテゴリーに分類され，社会内部での


















































ることができる(佐々木 1998 P. 6)。黒
テンが取れなくなると，彼らは貨幣(成人男性
1 人， 1 年 3 ルーブル)でヤサク(毛皮税)を
払うようになっていた(思 1999 P. 165) 。
婚資の一部分として貨幣を利用したことも指摘



















た(額爾古納 1997 P. 224)。しかし，現金
を直接彼らに手渡すことはほとんど無かった
(内蒙古 1986 P. 159)。というのは，合作社
は世帯ごとに「帳戸J (銀行口座のようなもの)
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の文化，習慣，宗教などを守る権利がある」と主
張しながら，他方では，地方文化，各民族の「伝
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